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豚腎虫 Stephanurusdentatusの最終寄生部位は泌尿器系統であるが,幼虫期における移行経路と

して肺 ･肝に侵入し, また肝から腹腔-出た幼虫末期ないし成虫が肺その他-迷入することが知ら

れている.生駒ら1)が, 2- 4才の豚腎虫寄生豚について調査した結果によると,肝 ･肺の病変発

現率はそれぞれ84.6%,38.5%であった. ところで豚腎虫が肝および肺に寄生した場合の病変所

見については,成書2'3'4'の記載並びに旭5',佐々木ら6',山本ら7',池内ら8-,Boynton9',Peneyra

etal.-0'らの報告があるが,一般に泌尿器系に比べると記載が少なく, ことに肺に関しては 2･3

の簡単な記述があるに過ぎない.

南九州では現在でも散発的に豚腎虫の流行が認められるが,われわれは前報 (第 1･2報)に続

いて,豚腎虫寄生の肝 ･肺につき病理学的検討を行なったので.以下にその所見を報告する･

材 料 お よ び 方 法

供試材料は豚腎虫に侵された豚肝5例,同肺2例であり,昭和40-45年に宮崎 ･鹿児島両県下の

と畜場で採取したもの. 材料を採取した豚の種類 ･性別 ･年令 ･産地等を一括表示すると次貢のと

おり.

これらの材料はいずれもと畜検査員がと畜場で採取し,現地でホルマリン水に浸漬固定したもの

を後日分与を受けた.分与材料についてはまず外貴を検査し,次いでなるべく多数の割面を観察し

て,病変の立体観を把握することに努めた. 肉眼観察を終ったあと所要の細片を切出し, パラフィ

ン包埋により組織切片を作製. H･E染色および各種特殊染色 (アザソ染色, -ラスチカ･ワンギ

-ソン染色,ラキソール ･ファス ト･ブ ルー染色,鉄染色等)を行ない鏡検の用に供した･

観 察 結 果

以下の記述中 ｢嚢胞 (虫性嚢胞)｣なる用語は前報 (第 1･2報)で用いたと同じ意義･また ｢膿

場｣とは豚腎虫の組織内穿人に基づ く虫道性腺場のことである. ところで,肝 ･肺に侵入する虫体
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供 試 材 料 の 一 覧 表

(肝 材 料)

材料番1% I*tf器 芸 唇 の 受理年月 日

材 料 採 取 豚

種類 l性 別 Z年令 l産 地
備 考

(肺 材 料)

No.1
No.2

末 吉

末 吉

4 3 .12.4
45.7.1.7

泌尿器 系材料あり

同 上

(荏) i) 日向と畜場は宮崎県,末吉と畜場は鹿児島県.

ii) 豚の種類欄で,〔B〕はバークシャー種,〔Y〕はヨークシャー種,〔Fl〕は〔B ま

たは Y〕とランドレース種との1代雑種.

iii) 豚の性別 ･年令欄で横線を付したのは不明のもの.

は, ほとんどが体内移行経路の途上にあるもので, その部位にそのまま座を占めて寄生を続けるも

のばかりではない.従って本報で用いる ｢嚢胞｣なる用語は, 前報のそれとはいささか意義を異に

し,単に虫体の穿入部で一応被包形成の見られるものを指す.

肝と肺につき, まず個体別の肉眼病変を述べ,次いで組織学的所見を含めて供試例全般の病理学

的所見を概括的に記載する.

1. 肝の病変所見

i) 各個例の肉眼所見

No.1 材料は肝門部付近の一部.実質中に大豆大 ･小豆大ないし米粒大のチス ト性病巣が集

在する病変部が 3カ所. 各チス トの内腔は虫体 (幼君虫･以下同じ)または乾酪様物を含み, 周囲

は結合織性被包を形成. これら膿場または袈胞の外囲を取 りまく結合織は互いに相連なり, まとま

って結節状を呈する. しかもその結合織は線維化が進み灰自調を帯び硬度を増し, いわゆる結節性

肝硬変像を呈する.硬変巣の隣接部位では間質の増厚が著明･

No.2 材料は肝門部付近で門脈の一部を付す.肝門 l)ソバ節もある･実質中に小さい腺癌お

よび嚢胞が数コ実在. その周囲に結合織が増生し,小型の肝硬変巣を形成･ 門脈の内壁に大豆大の

肉芽組織塊が隆起.その道離縁には少量の血塊を付し,基部は硬固な結合組織と化す･ この組織塊

中に虫体は認めない. なお門脈外壁部と肝門 リンパ節との間の結合織中に, 虫体穿入並びに虫道性

病変を所見.肝門 l)ソバ節には著変ない･

No.3 材料は肝の全体で,肝門 リンパ節を付す･肝の臓側面において,肝門を中心とするか

なり広い範囲が, 灰自調を帯び 質硬固な癖痕組織層と化す･ この層の内部に膿虜 ･嚢胞が多数埋

荏,一部は被膜面に隆起するので,肝の表面は凹凸不平が著しい･上記の療痕組織層とは別に,内

側右葉および尾状葉に結合織増生巣が見られる･横隔面の病変は臓側面ほど著しくないが, 内 ･外

側左葉および後大静脈起始部付近に結合織増生巣を認める･次に割面所見であるが,肝門部を鋭縁

から鈍緑に通る割面において,約 15cm にわたり厚さ約 2cm の灰白色硬固な療痕組織層を形成･

層内には粟粒大 ･米粒大の膿癌多数と小豆大の虫性嚢胞を埋在･肝門部を離れた部位における上と

平行の割面では,療痕組織層はしだいに狭 くなる･療痕巣以外の部位 (肝実質中)に,粟粒大の虫
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道性病巣が散在･ 本例の肝静脈起始部内壁には, 小さい肉芽組織塊が隆起するが,これは虫体穿人

に基づいて生じた血栓の器質イヒしたもの･ なお後大静脈起始側外周部に虫体穿人を所見 肝門 リン

パ節はやや腫大.

No･4 材料は肝の左半分で,内 ･外側左葉 と方形葉を含む範囲.左葉起始部の臓側面に,荏

4cm の半球状隆起を認めるが, それは肝臓嚢腫で豚腎虫性病変ではない. 左葉に向 う主胆管周囲

に結合織が軽度に増生･ 内側左葉に小豆大の膿癌 ･嚢胞 と米粒大の出血巣若干を認め, また肝組織

内に虫体穿人を所見･肝静脈が後大静脈に合流する部位の外周に,米粒大膿揚数 コを認める.

No･5 材料は肝の左半側 と肝門 リンパ節･被膜面に多量の線維素が付着し,一部は横隔膜 と

癒着を示す･ 肝実質は一般に うっ血著明･ 内側左葉および方形葉の鋭縁側は灰白色の硬固な廠痕組

織が部厚い層をなして拡が り, その下に小児手拳大の膿場が存在. 上記の疲痕組織層には粟粒大 ･

米粒大 ･小豆大の虫道性膿癌や虫性嚢胞が多数埋在し,一部は表面に隆起するので, 被膜面の凹凸

不平が著しい･ 小児手拳大の大膿場は, その内腔に不潔な乾酪様物を満たし,周壁は割 りと薄いが

硬固な線維性膜 より成る (この膿場が豚腎虫性であるか否かは不明). 療痕組織層以外にも, 所々

に島状の 結合織増生巣を見るが, それらはいずれも線維化し灰自調を帯びた 結節性肝硬変巣であ

り,内部に米粒大 ･小豆大の膿場 ･嚢胞を埋在する. 本例では肝門部の脂肪織中に虫体が穿入. ま

た肝静脈 と後大静脈の合流部付近の血管内壁に, 小豆大の有柄隆起物 2コが付着. これは虫体侵入

により形成された血栓の器質化 したものであろ う. なお肝門 リンパ節周囲の結合織中に虫体穿人を

所見.

ii) 病理学的所見の概括

血管系を経由して肝-運ばれた虫体は,血管壁を突破 して肝組織に侵入する. 他方, 胃壁等を突

破 し,直接肝被膜面から侵入する虫体もあろ うが, それ らの虫体が肝組織内を穿孔遊走する際, 多

数の虫道性病巣を生じる. 肝では虫体に細菌の付着が比較的著しいためか, 虫性病巣 としてほ乾酪

様物を含む膿虜 (虫性腺場)の型をとるものが多 く, 虫体だけがチス ト内に収容される嚢胞 (虫性

嚢胞)は少ない. この点が泌尿器系の所見と趣を異にしている. また膿癌と嚢胞がはっきりと区別

できず,両者の中間移行型が多い. ところで肝では虫体の穿孔遊走が活発であ り, それに伴い虫性

病巣の密度が大であるので, それらに対する被袈形成ないし器質化に伴 う結合織増生がすこぶる顕

著である. 結合織増生の発現形式としてほ, 肝の広い範囲に部厚い灰白色硬固な療痕組織層を形成

するか, または限局性の結節性肝硬変巣を形成し, これ ら療痕層ないし硬変巣中に腺癌 ･嚢胞が埋

在する型をとる. この際,膿癌 ･嚢胞が肝の表面に隆起し, そのため被膜面に凹凸不平を示すもの

もある.また疲痕層や硬変巣の隣接部位では, 間質の肥厚 (間質線維症)が著明である･

鏡検上,虫体穿入部には組織破壊に伴 う出血, 軽度の細胞浸潤 とともに, 時に少数の虫卵散布を

諾める. 虫道性病巣においては, 出血,壊死,細胞浸潤 (リンパ球 ･プラスマ細胞 ･好酸球 ･好中

球)を認め, とくに好中球が多数集族して, 周囲を肉芽組織性被包で囲み膿癌像を里するものが多

い. この際,肉芽組織の最内層には多数の大単核細胞 (大食細胞)が集族 し, その外に巨細胞が発

現することもある. 典型的な虫性嚢胞に おいてほ, 虫体に接する嚢胞内壁には 幅狭い 壊死層があ

り,その外は肉芽組織層で囲み, そこには好酸球 ･リンパ球 ･プラズマ細胞の浸潤が著しい･ 膿虜

や嚢胞の外周は,広い範囲にわた り肝小葉が結合織で置きかえられ, そこでは血管周囲性細胞浸潤

を認めるが, 浸潤細胞 としては好酸球 ･プラスマ細胞が目立つ. またこれ ら結合織増生巣に水腫,

-モジデ l)ソ沈着, その内を走る小動脈壁の肥厚, 小静脈に血栓の器質化 ･栓塞を認めることもあ

る. 結合織細胞が線維化し療癌性 となるところでは,一般に浸潤細胞は少ない. 上記の結合織増生
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巣に隣接する肝組織では, 間質増生が著明で,それに伴い肝小葉の萎縮 ･荒廃が著しい. ところで

増生間質中には細胞浸潤 (プラスマ細胞 ･リンパ球 ･好酸球, 時に巨細胞も), 小葉間胆管の増生,

偽胆管発現を認め,また間質を走る小動脈壁の肥厚, 小静脈に血栓の器質化 ･栓塞, -モジデ l)ン

沈着等を所見.一方,肝小葉の うっ血,出血,肝細胞の変性を認めることもある. また肝の被膜は

肥厚し,線維素付着,横隔膜との癒着を示すものもある.

次に肝の血管系 (主として門脈 およびその分枝, 一部は肝静脈 および後大静脈) の内壁に肉眼

上,肉芽組織性隆起物を認めたものが少なくない. これら隆起物は組織学的検索により, その一部

に出血,壊死, 好中球集族など虫道性病変像を所見し, 血管壁の虫道病巣に基因して形成された血

栓の器質化したものと判断される. また, これら血管の周囲組織に虫体穿入並びに虫性病変 (膿場

･嚢胞)を認めたケ-スもある. これを要するに肝においては血管系の病変が,泌尿器系に比しは

るかに明瞭なのが特徴である.

肝門 ,)ソバ節は, 肉眼上, 腫大を呈したものがあり,鏡検上では軽度の出血 (血液吸収), 細胞

浸潤 (好酸球 ･プラスマ細胞など)を認めた.

2. 肺の病変所見

i) 各個例の肉眼所見

No.1 材料は左肺後葉.患部の肺胸膜は肥厚し,相当量の戟毛状線維素が付着.とくに辺縁

部の肥厚が顕著で,触診すると肺組織の硬度が著しく増加. 割面を見ると, 肥厚した肺胸膜の直下

に大豆大の嚢胞および虫性病巣を所見. また内部の肺組織中に小豆大 ･大豆大の嚢胞 と, 乾酪様物

を含む小膿蕩若干を所見 これら膿湯や嚢胞はおおむね増生した問質中に, またはそれを中心とし

て形成されている. なお間質の増幅は一部は水腫による. 一方, ほとんど増生を里しない間質中

に, ごく小さい乾酪巣を認めたものもある. また病巣部付近に粟粒大黄白色の斑点を散見したが,

これは リンパ装置の腫大であろう.

No.2 材料は右肺後葉.肺胸膜面に繊毛状の新生組織が付着･かつ肺胸膜面の広範囲にわた

り,厚さ3-4mm の灰白調を帯びた硬固な療痕組織層を形成.この療痕層の表面には米粒大 ･小

豆大の膿場 ･嚢胞が多数隆起 し, そのため肺胸膜面は凹凸不平が著しい･ 割面を見ると,疲痕層お

よび隣接部の間質 (大部分は増厚するが,増生しない部分もある)に,膿様物を含む粟粒大 ･米粒

大 ･小豆大の膿場多数 と, 若干の虫性嚢胞を認める. なかには膿癌や嚢胞が集団をなし,その周囲

に被包性結合織が増生して,結節性の肺線維症を里する部位もある･ かかる線維巣の外囲 (肺組織

中)に暗赤色の小病巣を散見するが,虫道性の出血巣であろう･

ii) 病理学的所見の概括

肺に病変を起こすのは,経皮感染の子虫が肺動脈を経て (すなわち血管経由で)侵入するか, 肝

から腹腔-出た虫体が横隔膜を突破して胸腔-迷入し, 肺胸膜面から侵入するかのいずれかであろ

う. ところで血管経由で肺に侵入する虫体は, 肺動脈枝の通過する肺の間質を中心として虫性病変

を惹起し,迷入コースの場合はまず肺胸膜を侵すのはけだし当然である･

ところで肺における虫性病変は,肝と同じく虫道性病巣としての腺癌形成と, 虫体寄生部の嚢胞

形成とに大別されるが, 肺の場合,とくに膿癌の発現が目立ち, 嚢胞といえどもほとんどが若干の

乾酪物を含蔵して,膿癌との中間移行型を示す･膿癌 ･嚢胞の発現する肺間質は一般に増厚するが,

なかには肉眼上増生を認めない間質に虫性病変を形成することもある･ また実在する虫性病巣を中

心として,結節性肺線維症の病変を発現する場合もある･一方, 肺胸膜面からの虫体侵入により,

肺胸膜に紙毛性線維素ないしそれの器質化物が付着することがある･ また一定範囲の肺胸膜面が,
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厚さ 3-4mm の灰白色硬固な療痕組織層と化し, その内に多数の虫性病巣 (膿癌 ･嚢胞) が埋

荏,一部は肺胸膜面に隆起して凹凸不平を呈する.

鏡検上,比較的新しい虫道病巣では,組織破壊に伴 う出血,壊死, 好中球浸潤および虫卵散布を

所見.やや経時性のものでは好中球菓族巣の周囲を肉芽組織層が取 り囲み, そこにはプラスマ細胞

･リンパ球を主とする細胞浸潤や巨細胞の発現, -モジデ リン沈着などを認める. なお肉芽組織性

被包の最内層には大単核細胞 (大食細胞)の集族が著明.一方,虫性嚢胞においては, 虫体に接し

てほとんど例外なく好中球浸潤巣があり, その外に狭い壊死層, 更にそれに外接して肉芽組織層が

取 り囲む.すなわち肉眼上,嚢胞と認めたものも,厳密には膿癌との移行型である.

虫性病巣を埋在する療痕組織層 および結節性肺線維症の鏡検所見は,基本的には肝の療痕巣や硬

変巣と同じであるが, それらに外接する若干範囲の肺組織が病変を呈する.すなわち間質が増生し

細胞浸潤 (主としてプラスマ細胞 ･リンパ球,一部に好中球 ･好酸球, 巨細胞も発現)を呈し.ま

た間質中を走る小動脈の管壁は一般に肥厚. これらの間質に囲まれた肺胞は,組織球性の大単核細

胞を容れ,時に出血を見ることもある.肺胞壁に結合織が進入増殖するもの, 平滑筋線維が結節状

の増殖を示すものもある. また細気管支腔に好中球の集族, 虫卵散布を所見,周壁部の リンパ装置

腫大を認めたものもある. これを要するに増殖性間質性肺炎と溶出性 (カクル性) 肺炎の病像が混

荏.なお肺胸膜は肥厚著しく,戟毛性結合織の新生を所見･

肺内血管系の虫性病変は肝のそれに比べると一般に軽 く, 肉眼で容易に認め得る病変には遭遇し

なかった. ただし, 鏡検上は血管内壁に虫体の侵入,および虫道病巣並びにそれに伴 う被包性肉芽

組織の増殖像を確認した.

考 餐

1) 虫体の侵入経路について

Schwarzetal.川 は,実験的に豚腎虫の経皮感染を行ない,宿主体内における虫体の移行経路と

して循環系を重視した. それによると,感染子虫はまず局所の リンパ管あるいは静脈に侵入, リン

パ循環の場合は胸管を経て頚静脈に入 り, 前大静脈を経由して右心に到達,一方 局所の静脈に侵

入したものは直接右心に運ばれる. これら右心に到達した幼君虫は肺動脈を経て肺に入 り,肺内毛

細管で一部は阻止されるが, 大部分の虫体は肝-向 う･すなわち肺静脈から左心に入 り,大動脈 ･

腹腔動脈 ･肝動脈を順次経由して肝に到達する.一方,経口感染では胃 ･腸壁から門脈を経て肝に

移行する. ところで自然状態では,経皮感染に比し経口感染の頻度が大である (健康皮膚からの感

染は起こり難いとされている) ので, 門脈経由の侵入が一般には多いのであろう･ 肝に侵入した

虫体は血管の内壁や, その周囲組織に 中間寄生部位を求め, その後, 肝組織内を穿孔遊走, 遂に

肝の被膜面を 突破して腹腔へ出, 最終寄生部位である泌尿器系-と向 う･ 以上が 循環系統侵入説

(schwarzetal.)の大要であるが,一方, 経皮感染では皮膚, 経口感染では胃壁を突破した子虫

が, 体内組織を突破して直接肝-侵入するとなす説 (Cameron等の直接組織突破説) がある12)･

いずれのルー トをとるにせよ,肝は豚腎虫にとってすこぶる親和性の強い器官とみえ,体内移行の

際, 高い頻度で侵される. 羽賀ら13'によると, 肝に到達した虫体の子宮内には既に若干の卵を含

衣,また虫卵の一部を組織内に排出するのを認めたが, われわれも同様の事象を観察した･肝組織

内-の虫卵散布の意義について,松野ら川 は,その虫卵が胆道経由で腸管に運ばれ,ふん便ととも

に宿主の体外に排出されて発育サイクルにのるとするが,この説にはにわかに賛成しかねる･

次に肺であるが, 節-の虫体侵入コースは二つあろう･ その一つは循環系経由で,肝へ移行する
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に先立ち肺-侵入するものであり,その虫体はきわめて未熟な状態にある (幼虫初期).他のルー ト

は, 肝から腹腔- 出た虫体が, 横隔膜を突破して胸腔に迷入し, そこから肺-侵入する場合であ

る15).迷入虫体は前者に比しかなり発育が進み,幼虫末期ないし成熟虫に近いものであろう. われ

われが観察した肺の虫体のなかには,子宮内に卵を含蔵するもの,相当数の卵を虫体外に排出散布

するものを認めたが,おそらくそれらは迷入虫体によるものであろう. なお池内ら8) は, 豚腎虫の

肝 ･肺 (その他)-の寄生が,単に宿主体内移行の途上にあるものばか りでなく,成熟虫体 として

も寄生することがあるとしている.

2) 病変所見について

肝の豚腎虫性病変の基本は泌尿器系のそれ と同じであるが,一般に虫性膿嫁が多 くて典型的な虫

性嚢胞の少ないこと, 虫体の穿孔遊走が活発なため虫性病変の密度が大で, それに伴い被包化ない

し器質化に基づ く結合織増生がすこぶる顕著であること,肝内外の血管系の虫性病変がきわめて明

瞭であるなど,いくつかの特色が見られる.

山本ら7) は,豚腎虫寄生による豚の肝硬変に際し, ダ リソソ氏鞘内の門脈壁の変化を組織学的に

確認し,佐々木ら6) は,肝内血管系の病変として, 虫体穿孔による血管壁の出血 ･肥厚および血栓

形成を所見した.Schwal･zetal.16)は,寄生肝に形成される膿癌は,胃腸壁を穿通する虫体により

運ばれた細菌に基因すると述べ, Peneyraetal.10) は, 肝病巣周囲には 線維芽細胞の増殖 ととも

に,特異の bigcellが発現するとしたが, われわれの認めた大食細胞がそれであろう. 池内ら8'

は,血栓を容れる門脈に血管内膜炎を所見したが, 肝の病変中, 血管系の変化がかなりのウエイ ト

を占めるのは,循環系統侵入説を実証したこととなろう.Schwarzetal.16)は,本虫の実験感染に

際し,急性線維素性腹膜炎に基因する肝の横隔膜癒着を認めたが,供試例においても同様の事象を

観察した.

次に肺の病変についてであるが,一般に肝の病変に比し緩徐で肝ほど病害程度は著しくない. こ

れは肺に侵入する虫体が未熟で遊走性が弱いこと, また大部分が肝-向い肺に留まる虫体が少数で

あることなどに基因しよう.鏡検上,肝との比較で特異な点は,病巣部に好酸球の浸潤が意外 と少

ないこと, 巨細胞の発現が割 りに多いことなどである. また虫卵の散布数が肝よりも多いのは,成

熟に近い迷入虫体によるものであろう. また肺の血管系病変が肝に比し少ないことは 既に述べた.

Schwarzetal.16) は,豚腎虫の実験感染例で奨液線維素性胸膜炎を所見,旭5) は,自然例で肺胸

膜の扱毛状結合織の増生を認めたが, これらはいずれも横隔膜を突破して胸腔-迷入した虫体によ

るものであろう. なお旭5',池内ら8) は,肺における病巣の原発部が間質に多いことを認めてお り,

われわれも同一所見を得たが, これは肺-の 虫体侵入が主として循環系統に よることを示してい

る.なお,芦沢らL7) は,豚の肺吸虫症において,虫嚢腫を取 りまく一定範囲の肺組織に,病期の新

旧により差はあるが,溶出性気管支肺炎または増殖性間質性肺炎の病像を認めた･肺吸虫症の虫嚢

腫 と豚腎虫症の虫性嚢胞 ･膿癌は同じ範ちゅうに尾する病変であり, 当然,病巣周囲の肺組織には

惨出性および増殖性の炎性変化が認められてよいわけである･

要 約

南九州のと畜場で採取した豚腎虫自然感剃 干5例, 同肺 2例について病理学的検索を行ない, 以

下の所見を得た.

1) 肝における豚腎虫性病変の基本は,泌尿器系の場合 と同じく, 虫道性病変と虫性嚢胞に区別

されるが,肝の虫道病巣は虫体の細菌汚染により膿癌 (虫性腺壕)の型をとるものが多い･ 典型的
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な嚢胞はむしろ少なく,膿場との中間移行型を示すのが普通. なお肝では, 虫体の穿孔遊走が活発

に行なわれるためか,病巣の被包形成ないし器質化による結合織増生がすこぶる顕著. ただし, そ

の形式に二様あり,一つは肝の広い範囲に部厚い療痕組織層を形成し,他は限局性の結節性肝硬変

巣を形成する (これら疲痕層や硬変巣中に膿場 ･嚢胞が埋在).

2) 鏡検上,肝の虫道性病巣には組織破壊に伴 う出血,壊死並びに好酸球 ･好中球等の浸潤が見

られ,とくに好中球の多数集族による膿場形成が目立つ. その際,腺癌の被包層の内側には多数の

大単核細胞 (大食細胞) が 集族, また 被包性肉芽組織層には好酸球 ･リンパ球 ･プラスマ細胞が

浸潤,巨細胞も発現する. 虫性嚢胞においては, 虫体に接する被嚢内壁に幅狭い壊死層が見られ,

その外を肉芽組織が包む.腺癌や嚢胞の外周の結合織増生巣では,好酸球 ･プラスマ細胞を主とす

る血管周囲性浸潤,水腫,-モジデ リン沈着などを所見. また隣接肝組織では,間質増生と肝小葉

の萎縮 ･荒廃が著明.それら増生間質においては細胞浸潤,小葉間胆管の増生,偽胆管の発現を認

め, また間質中を走る小動脈の管壁は肥厚を里する.肝の被膜は一般に肥厚し線維素付着,横隔膜

と癒着を示す部分もある.

3) 肝の血管系 (主として門脈およびその分枝,一部は肝静脈 ･後大静脈) の内壁に肉芽性隆起

物を認めたものが少なくない. 隆起物を鏡検すると,一部に出血,壊死,好中球集族などの虫道性

病変像をとどめているが,大部分は器質化巣より成る. これは血管壁の虫道性病変により形成され

た血栓の器質化したものと解される. なおこれら血管の 周囲組織にも虫体侵入や 虫道性病変を所

見.また鏡検上,病巣部付近を走る小静脈に,血栓の器質化 ･栓塞を認めたものが多い.

4) 肺の病変は肝と同じく虫道性病巣としての腺癌形成と, 虫体寄生部位に形成される嚢胞に分

けられるが,肺ではとくに前者が顕著である. なお血行を介して侵入した虫体は,主として間質を

中心に病変を現わし, そのため間質の増厚を招 く.時にはそれが限局性に拡大して結節性の肺線維

症を呈する.一方,肺胸膜面からの迷入虫体により,肺胸膜面に紙毛性線維素ないしそれの器質化

物が付着する.またかなり広い範囲の肺の表層部が厚さ3-4mm の療痕組織層に変化する (その

内に膿場 ･嚢胞が埋在).

5) 肺病変の鏡検所見は,基本的に肝の場合と同じであるが, ただ組織内の虫卵散布が比較的著

明.これは成熟に近い迷入虫体によるものであろう.病巣部の周囲若干範囲の肺組織は,増殖性間

質性肺炎と惨出性 (カタル性)肺炎の病像が種々の程度に混在する.

肺における血管系の虫性病変は,肝のそれに比し一般に軽少であるが,鏡検上,血管内壁に虫道

性病巣並びにそれに対する被包性肉芽組織の増殖像を確認した.

終 りに,供試材料の分与を受けた鹿児島 ･宮崎両県のと畜検査員諸氏に厚 くお礼を申しあげる.
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Summary

Liversandlungswerecollectedfl･Om5and2pigsaffectedwithstephanuriasis,
respectively,atslaughterhousesinthesouthernpartofKyushuoveraperiodfrom

1965to1970･TheywerestudiedpathologlCallywiththefollowing丘ndings.

1) Thepathologicalchangesofthelivercaused byStephanurusdentatuswere

dividedintotwobasictypes,aswellasthoseoftheuropoleticorgans.Lesions
causedbymlgratOrywormsbelonged toone typeandworm cyststotheother.

Mostofthoselesionstookaform ofabscess(wrom abscess)On accounLofthe
bacterialcontamination oftheworm body.Itwasratherraretoencountera
typicalcyst.Such cystasusually observed wasan intermediatetransitional

betweencystandabscess.Intheliver,wormswandered by perforation inan

activemanner･Sincelesionscaused by wormswerehighindensity,therewas
amarkedhyperplasiaofconnectivetissueonaccountofencapsulationandorgani-

zationoflesions.Thehyperplasiaofconnectivetissuetookplaceintwodiffe-
rentmanners.Inonemannerathicklayerofcicatricialtissuewasformedover
awideareaintheliver.Intheothermanner,alocalizednodularcirrhoticfocus

wasformedintheorgan.In otherwords,abscessesand cystswereburiedin
thecicatricialtissuelayerandcirrhoticfociandprojected from thesurfaceof
thecapsule.

2) Microscopicalexaminationrevealeddestruction oftissuesaccompaniedby

hemorrhageandnecrosisandin丘1trationwitheosinophileandneutrophileleuko-

cytesinlesionscausedbymlgratOrywormsin theliver.Frequentlyseenwere
abscesseswith an accumulation ofmany neutrophileleukocytesinclosed ina
capsulemadeofgranulationtissue.A numberofmononuclearcells(macrophages)

werepresentinsidethegranulationtissue.Thelayerofthistissuecontaineda
few giantcells,inadditiontoin丘1tratinglymphocytes,plasmacells,andeosino-

phileleukocytes.When theworm cystwasexamined,theinnerwallofthe
capsuleadjacenttotheworm body hadanarrow necroticlayer,theoutsideof
which wassurrounded by granulation tissue.This tissuepresentedthesame

andingsasmentionedabove.Perivascularcellin丘1tration withplasmacellswas
outstanding in proliferativefociofconnectivetissuearoundlesionscausedby
worms.Moreover,edematouschangesand hemosiderindepositionwerenoticed.

Inthehepatictissueadjacenttotheproliferativefociofconnectivetissue,hyper-

plasiaofinterstitialtissueandatrophyanddevastationofhepaticlobuleswere
consplCuOuS.Thehyperplasticinterstitialtissueexhibitedcellin丘1tration,prolife-
rationofinterlobularbile-ducts,andappearanceofpseudo･bile-ducts.Hyperplasia
occurredtothewallsofarteriolesrunningintheinterstitialtissue.Organization
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ofthl･Ombiand developmentofembolism wereobservedinvenulesrunningln
thistissue･Thecapsuleoftheliverwasgenerally thickened,with 丘brin at-

tachedtoit･Someportionsofitadheredtothediaphragm.

3) Projectionsconsisting ofgranulation tissuewereformed on theinner

wallsofbloodvesselsoftheliver(mostlytheportalvein anditsbranchesand

partlythehepaticveinsandposteriorvenacava)innotafew cases.Microscopi-

calexamination revealed thatthey weremostly composedoforganizedtissue,

althoughtheystillhadsuchchangescausedbymlgratOryWOrmSaShemorrhage,

necrosis,and accumulation ofneutrophileleukocytespartially.Theseandings

areinterpretedthatorganizationmayhaveoccurredtothrombiformedbyworms

havinglnVaded thevascularwallorlesionscausedbymlgratOryworms.Fur-

thermore,lesionscaused by wormswerealsopresentintissuesaroundblood
vesselsinnotafew cases.

4) Ⅰnprinciple,thepathologicalchangesofthelungcausedbyswinekidney

wormswerethesameasthoseoftheliver.They weredividedintotwotypes.

Toonetypebelongedtheformationofabscessesaslesionscausedby mlgratOry

worms･Thecystformationseeninanareaparasitizedby the wormsbelonged

totheothertype.Theappearanceofabscessesinduced by thebacterialcon-
tamination ofworms wasveryoutstanding.Lesionscausedbywormsoccurred

mostfrequentlylntheinterstitialtissue.Asaresult,thistissuewasproliferat-

edandthickened.Sometimesitwasenlarged locally toform fociofpulmonary

nodularfibrosis.Villosefibrinoritsorganizedtissueattachedtothesefociasa

resultofstimulationbyaberrantwormswhich had invadedthelung through

thepulmonarypleura.Someareasonthesurfaceofthepulmonarypleurachang-

edintolayersofcicatricialtissue3to4mm in thickness.Somefocicausedby

wormswereburiedintheselayers,Somepartsofwhichwereprojected onthe

surfaceofthepulmonary pleura.In general,thepathologicalchanges ofthe
lungappearedmoremildlyand werelesssevere than those oftheliver.This

isprobablybecausethewormshaving invaded thelung werevery immature

(exceptaberrantworms),and thattheywerefewerinntlmberthantheworms

havingenteredtheliver.

5) Inprinciple,thehistological丘ndingsoflesions caused bywormswere

thesameinthelungasintheliver.Ⅰnthelesions ofthelung,however,the

in丘1trationof eosinophileleukocyteswasunexpectedlyinfrequent,theappearance
ofgiantcells relatively frequent,and thedissemination ofeggsinthetissue
relatively outstanding,probably becausethe aberrantworms(wormscloseto

maturity). Inthepulmonary tissuearound thoselesions,thepicturesoftwo
typesofpathologicalchanges,i.e.,productiveinterstitialpneumoniaandexuda-
tive(catarrhal) pneumonia,weremixedtoavaryingextent.
Lesionscaused by wormsintheblood vascularsystem weregenerallymilderin

thelungthanintheliver.Noneofthem inthelung werelargeenoughtobe
seen by the naked eye. MicroscoplCalexamination revealedthattherewere

lesionscaused by m lgratOrywormsOntheinnerwallsofbloodvessels,andthat
theselesions w ere accompaniedbytheproliferation ofgranulationtissueform-

ingacapsule.
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(Fig.1) 供試肝 No･3の臓側面.肝門部を中心として灰白色硬固な療痕組織層を形成する･

(Fig.2) 肝 N0.3の外側右葉の割面.頼痕組織層が帯状に拡がり,内に虫性膿疲 ･嚢胞多数を含む･

(Fig.3) 肝 N0.5の結節性肝硬変巣.内に米粒大ないし大豆大の膿壕 ･劉 包多数･

(Fig.4) 肝 No･1の虫性割 包並びに虫道病巣･ H･E･, × 40･

(Fig.5) 肝 N0.1の虫道性膿癖.被包性の肉芽組織層が発達する･ H･E･, × 40･

(Fig.6) 肝 No･5の虫道性膿象 H･E･, × 40･
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(Fig.7) 肝 N0.3の虫性膿湯.周囲の肝小葉は萎縮を呈する･ H･E･, × 40･

(Fig.8) 左区ゆ 一部拡大 膿蕩内壁に大単核細胞が集族 し,その外側の肉芽組織層にはプラスマ細胞

を主とする浸潤著明. H.E., × 400.

(Fig.9) 肝 N0.3の結合織増生巣における血管周囲性細胞浸軌 好酸球 ･リンパ球が多い･

H.E., × 400.

(Fig.10) 肝 No･3における幼若虫による嚢胞形成･ H･E･, × loo°

(Fig.ll) 肝No･3の被膜直下に侵入する幼若虫･ H･E･, × 100･

(Fig-12) 肝 No･5の横隔膜癒着部における幼若虫穿入･ H･E.･ × 40･
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(Fig･13) 肝 No･4の静脈壁内外に形成された虫道性病巣.出血および好中球集族が著明.

H.E., × 40.

(Fig.14) 肝 N0.2の門脈内壁に形成された大豆大降起物. 結合織塊 (血栓の器質化したもの) に細

胞浸潤を伴う. H.E., × 40.

(Fig.15) 供試肺 No･1の割面所見.間質が増厚 し,虫性蛋胞 ･膿痔を見る.

(Fig･16) 肺 No･2の割面所見. 右下 (矢印)に結節性肺線維症の病巣があり, その中心に幼若虫が

穿入.

(Fig.17) 肺 N0.1における大豆大の虫性嚢胞.内壁に狭い壊死層,その外に部厚い被色を形成.

H.E., × 13.

(Fig.18) 師 NO.1の間質に形成された虫性嚢胞. H.E., × 40.
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(Fig.19) 肺 N0.1の間質に形成された嚢胞･ H･E･, × 40･

(Fig.20) 肺 No･1の間質に形成された虫性膿蕩･ H･E･, × 40･

(Fig.21) 師 NO.1の虫卵性膿蕩 (虫卵性結節)･虫卵とともに変性好酸球 ･好中球が集族 し,周囲を

肉芽組織でとり囲む･ H･E., × 100･

(Fig.22) 肺 N0.1の肺組織内における虫卵散布･ 肺組織には増殖性間質性肺炎並びにカタル 性肺炎

の病像が混在. H･E･, × 100･

(Fig.23) 肺 N0.1の肺組織および細小気管支腔内の虫卵･ H･Eリ × 100･

(Fig.24) 肺 No･1の肺組織と細小静脈内の虫卵･ HIE･, × 1CO･
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(Fig.25) 肺 No･2に形成された虫性腺湯.好中球の集塊とそれを取りまく肉芽組織性被包.

H.E., × 40.

(Fig･26) 肺 No･2の肺胸膜直下に見る頻痕組織鳳 結合繊細胞の線維化が著しい. 班.E.,× 100.

(Fjg･27) 肺No･2の肺胸膜直下の虫性腺象 その下層は療痕組織に続 く. H.E., × 40.

(Fig･28) 肺 No･2の肺胸膜面に新生 した班毛性結合胤 H.E., × 40.

(Fig･29) 肺 No･2の血管内壁に侵入する幼若虫,およびそれに伴う虫道病巣. H.E., × 40.

(FJg･30) 肺 No･2の血管内壁に形成された虫性病変.好中球集族 ･壊死巣並びに器質化巣を所見

fr.E., × 40.


